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史跡散策路
※基肄城内の主要遺
構を巡ることができ
るコースです

土　塁土　塁
※散策路では
　ありません
※散策路では
　ありません

水門跡から東側の散策路は
通行できます。
水門跡から東側の散策路は
通行できます。

令和５年７月現在、豪雨により被災しています。
災害復旧工事のため通行できません。
令和５年７月現在、豪雨により被災しています。
災害復旧工事のため通行できません。

　草スキー場から遊歩道を登りきった場所にある台形状の高
台が基山の頂上です。この高台は、中世の南北朝時代から戦
国時代頃にかけて基山が山城として使用された際に、いもの
がんぎとともに築かれたと思われる主郭で、周囲に横堀が
廻っています。この場所は一等三角点のある眺望の良い場所
で、博多湾・筑紫平野・阿蘇山・雲仙岳まで見わたすことが
できます。また、この南端にある巨石は「タマタマ石」と呼
ばれ、伝承では基山南麓にある荒穂神社（式内社）が当地に
あった頃の磐座（神様の宿る岩）とされています。

　いものがんぎは、中
世頃に山城として再び
使用された際、基山頂
上の土塁線の一部を 4
つに切り割ってつくら
れた堀切です。形状が
芋畑の畝に似ているこ

とから「いものがんぎ」と呼ばれています。この遺
構の南側にある台形状の主郭へ、敵が侵入するのを
防ぐためのものです。

　北帝門（北御門）跡は城の北部にあり、大宰府政庁方面か
らの正面玄関的な門と推測されます。現在は、土塁を幅 4ｍ
ほど切り通した空間があり、石積が残っています。この地点
の土塁形状は「Ｕ」字形で、門は最も奥の中央部に築かれて
います。また、門の内側にも土塁の切れ目があって、二重に
門が置かれていた可能性もあります。

　城の東北部に連なる土塁（幅
６ｍ、高さ 3ｍ）を幅 2.7ｍほ
ど切り割ってつくられた門で
す。門の基礎部分には、左右両
端に門礎（門柱の基礎石）が残っ
ています。近世には、水門跡（南門跡）側からこの門跡を通
過して萩原（筑前領：現筑紫野市）へ向かう近道として利用
されており、「萩原越え」と呼ばれていました。

　この地点には古くから「カ
ネツキ」という地名が残され
ており、伝承では寺院の関連
施設があったといわれていま
す。また、ここは城内が一望
できる場所にあることから、情報伝達用の施設があったとも
推測されています。

　　基山の東峰の最頂部にあ
る遺構で、直径約 18ｍの窪地
がつくられています。この形
状より貯水池跡が烽火跡と推
測されています。同様な痕跡
は、西峰（基山頂上付近の尾根部）にも見られます。

　　　水門跡・南門跡の東側の谷部（仏谷）に築かれており、
長さ 15ｍ、高さ 5ｍほどの石塁が谷部を塞ぐようにつくられ
ています。この中央付近に門のような空間が見られます。現
在のところ遺構の詳細は不明です。

　土塁線は、いくつかの
谷部の石塁（石垣）と一
体となって山城全体を囲
み、敵の侵入を防ぐため
の城壁を形成しています。
土塁は、この城の外側斜
面の急峻な地形をさらに強化したもので、外側斜面の上部付
近を地形に沿って連なっています。

　谷部であることから石塁が築かれています。現在は、長さ
26ｍ、高さ 8.5ｍ、上部の幅 3.3ｍほどが残っています。石塁
の一部には水門跡があります。
　水門跡は、城内の谷水が集まった住吉川（筒川）の水を流
すために石塁下部を貫き、長さ 9.5ｍ、高さ 1.4ｍ、幅１ｍほ
どの大きさで、下流へ傾斜するようにつくられています。

　このほか、最近の調査に
よって排水機能をもつ 3ヶ所
の水口も発見されています。
　また、立地からみて、水門
跡付近に、城内への南側の入
口として、南門があったこと
が推定されています。

　大礎石群は、花崗岩を柱
の基礎とした礎石建物跡
で、柱間が 10 間×3間あり
ます。城内ではこの建物だ
けが特に大きく、城内を一
望できる場所に建てられていることから、何か特別な性格
の建物であったことが推測されます。城内にはほかに倉庫
などに利用されたと思われる建物跡が約 40 棟見つかって
いますが、一部を除き、ほとんどの建物は柱間が 5間×3
間の大きさのものです。この建物の大きさは、同時期に建
てられた大野城跡の建物と共通しています。
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